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ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請 

（
循
環
型
社
会
推
進
課
）　
　

一

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
指
定
（
二
件
） 

（
社
会
福
祉
課
）　
　

一

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
変
更
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
認
証
食
品
の
認
証 

（
食
産
業
振
興
課
）　
　

五

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　
　

五

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
三
件
） 

（
道　

路　

課
）　
　

六

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　
　

六

〇
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　
　

七

〇
都
市
計
画
事
業
の
認
可 
（　
　

同　
　

）　
　

七

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可 
（　
　

同　
　

）　
　

七

〇
都
市
計
画
事
業
の
認
可
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

七

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
契　

約　

課
）　
　

八

監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

八

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
七
号

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
及
び
維
持
管
理

に
関
す
る
指
導
要
綱
（
平
成
十
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
七
号
。
以
下
「
要
綱
」
と
い
う
。）
第
三
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
要
綱
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

申
請
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

　

１　

名
称　

守
屋
木
材
株
式
会
社

　

２　

所
在
地　

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
原
町
六
丁
目
一
番
十
六
号

　

３　

代
表
者
の
氏
名　

代
表
取
締
役　

守
屋　

長
光

二　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

　
　

宮
城
県
黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
五
反
田
三
十
二
番
一

三　

新
設
又
は
変
更
の
別

　
　

新
設

四　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類　

　
　

木
く
ず
の
破
砕
施
設

五　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

　
　

木
く
ず

六　

申
請
年
月
日

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
五
日

七　

縦
覧
場
所
等

　

１　

縦
覧
場
所　

仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

２ 　

縦
覧
期
間　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
二
日
ま
で
（
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
）

八　

意
見
書
の
提
出
期
限
等

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日

　

２　

提
出
場
所　

仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

３ 　

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項　

生
活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
、
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
並
び
に
対
象
施
設
の
名
称
（
日
本
語
に
よ

り
記
載
す
る
こ
と
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
八
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
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国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定

し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

訪
問
介
護

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

松
島
医
療
生
活
協
同
組
合
ま
つ
し
ま
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

宮
城
郡
松
島
町
字
普
賢
堂
二
番
地
の
十
一

松
島
医
療
生
活
協
同
組
合

宮
城
郡
松
島
町
字
普
賢
堂
二
番
地
の
十
一

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
め
ぐ
み

遠
田
郡
美
里
町
中
埣
字
上
戸
三
十
三
番
二

有
限
会
社
穂
乃
香

遠
田
郡
美
里
町
中
埣
字
上
戸
三
十
三

－

二

平
成
二
十
五
年
五
月
十
五
日

旭
寿
会
訪
問
介
護
セ
ン
タ
ー

石
巻
市
北
村
字
庵
ノ
窪
一
番
一

社
会
福
祉
法
人
旭
壽
会

石
巻
市
北
村
字
幕
ヶ
崎
一
十
七
番
地
二

平
成
二
十
五
年
九
月
十
五
日

二　

訪
問
看
護

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

星
陵
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

大
崎
市
古
川
小
稲
葉
町
七
番
七
号

有
限
会
社
星
陵
介
護
サ
ー
ビ
ス

大
崎
市
古
川
南
町
三
丁
目
一
番
十
号

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

三　

通
所
介
護

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

通
所
介
護
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
お
お
ひ

ら

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
河
原
五
十
四
番
地
二

株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
大
塚

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
河
原
五
十
四
番
地
二

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

リ
ハ
ビ
リ
特
化
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
リ
ハ

ニ
ッ
ク
石
巻

石
巻
市
双
葉
町
八

－

三
十
七
ハ
イ
ツ
千
石
一
Ｆ

株
式
会
社
ド
ク
タ
ー
ア
イ
ズ

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
一
番
地
二
十

平
成
二
十
五
年
九
月
十
五
日

一
心
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

石
巻
市
北
村
字
庵
ノ
窪
一
番
一

社
会
福
祉
法
人
旭
壽
会

石
巻
市
北
村
字
幕
ヶ
崎
一
十
七
番
地
二

平
成
二
十
五
年
九
月
十
五
日

リ
ハ
ビ
リ
特
化
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
リ
ハ

ニ
ッ
ク
塩
釜

塩
竈
市
北
浜
一
丁
目
三
番
一
号
パ
ル
メ
ゾ
ン
西
村
一
Ｆ

株
式
会
社
ド
ク
タ
ー
ア
イ
ズ

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
一
番
地
二
十

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

リ
ハ
ビ
リ
特
化
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
リ
ハ

ニ
ッ
ク
名
取

名
取
市
植
松
四
丁
目
十
七
番
地
二
十
九
号

株
式
会
社
ド
ク
タ
ー
ア
イ
ズ

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
一
番
地
二
十

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
山
王

多
賀
城
市
山
王
字
千
刈
田
四
番
一
号

ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

東
京
都
渋
谷
区
本
町
一
丁
目
四
番
十
四
号

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
み
ん
な
の
家
錦
織

登
米
市
東
和
町
錦
織
字
内
ノ
目
十
四

有
限
会
社
み
ん
な
の
家

登
米
市
中
田
町
宝
江
新
井
田
字
並
柳
前
五
十
五

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
緑
の
そ
よ
風

大
崎
市
岩
出
山
細
峯
一
番
地

株
式
会
社
ア
ー
バ
ン
デ
ィ
レ
ク

ト

大
崎
市
岩
出
山
細
峯
一
番
地

平
成
二
十
五
年
四
月
二
日

四　

居
宅
介
護
支
援
事
業

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

ア
ミ
カ
塩
釜
介
護
セ
ン
タ
ー

塩
竈
市
玉
川
二
丁
目
二

－

十

株
式
会
社
Ｈ
Ｃ
Ｍ

東
京
都
港
区
東
麻
布
一
丁
目
二
十
八
番
十
三
号

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日

こ
こ
み
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
城
南

多
賀
城
市
城
南
二
丁
目
十
五
番
十
七
号

株
式
会
社
こ
こ
み
ケ
ア

仙
台
市
青
葉
区
中
央
二
丁
目
九
番
二
十
七
号

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト
み
ん
な
の
家

登
米
市
中
田
町
宝
江
新
井
田
字
並
柳
七
十
番
地

有
限
会
社
み
ん
な
の
家

登
米
市
中
田
町
宝
江
新
井
田
字
並
柳
前
五
十
五

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日

五　

介
護
予
防
訪
問
介
護

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

松
島
医
療
生
活
協
同
組
合
ま
つ
し
ま
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

宮
城
郡
松
島
町
字
普
賢
堂
二
番
地
の
十
一

松
島
医
療
生
活
協
同
組
合

宮
城
郡
松
島
町
字
普
賢
堂
二
番
地
の
十
一

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
め
ぐ
み

遠
田
郡
美
里
町
中
埣
字
上
戸
三
十
三
番
二

有
限
会
社
穂
乃
香

遠
田
郡
美
里
町
中
埣
字
上
戸
三
十
三

－

二

平
成
二
十
五
年
五
月
十
五
日

旭
寿
会
訪
問
介
護
セ
ン
タ
ー

石
巻
市
北
村
字
庵
ノ
窪
一
番
一

社
会
福
祉
法
人
旭
壽
会

石
巻
市
北
村
字
幕
ヶ
崎
一
十
七
番
地
二

平
成
二
十
五
年
九
月
十
五
日

六　

介
護
予
防
訪
問
看
護

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

星
陵
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

大
崎
市
古
川
小
稲
葉
町
七
番
七
号

有
限
会
社
星
陵
介
護
サ
ー
ビ
ス

大
崎
市
古
川
南
町
三
丁
目
一
番
十
号

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

七　

介
護
予
防
通
所
介
護

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

通
所
介
護
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
お
お
ひ

ら

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
河
原
五
十
四
番
地
二

株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
大
塚

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
河
原
五
十
四
番
地
二

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

リ
ハ
ビ
リ
特
化
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
リ
ハ

ニ
ッ
ク
石
巻

石
巻
市
双
葉
町
八

－

三
十
七
ハ
イ
ツ
千
石
一
Ｆ

株
式
会
社
ド
ク
タ
ー
ア
イ
ズ

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
一
番
地
二
十

平
成
二
十
五
年
九
月
十
五
日
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一
心
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

石
巻
市
北
村
字
庵
ノ
窪
一
番
一

社
会
福
祉
法
人
旭
壽
会

石
巻
市
北
村
字
幕
ヶ
崎
一
十
七
番
地
二

平
成
二
十
五
年
九
月
十
五
日

リ
ハ
ビ
リ
特
化
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
リ
ハ

ニ
ッ
ク
塩
釜

塩
竈
市
北
浜
一
丁
目
三
番
一
号
パ
ル
メ
ゾ
ン
西
村
一
Ｆ

株
式
会
社
ド
ク
タ
ー
ア
イ
ズ

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
一
番
地
二
十

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

リ
ハ
ビ
リ
特
化
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
リ
ハ

ニ
ッ
ク
名
取

名
取
市
植
松
四
丁
目
十
七
番
地
二
十
九
号

株
式
会
社
ド
ク
タ
ー
ア
イ
ズ

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
一
番
地
二
十

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
山
王

多
賀
城
市
山
王
字
千
刈
田
四
番
一
号

ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

東
京
都
渋
谷
区
本
町
一
丁
目
四
番
十
四
号

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
緑
の
そ
よ
風

大
崎
市
岩
出
山
細
峯
一
番
地

株
式
会
社
ア
ー
バ
ン
デ
ィ
レ
ク

ト

大
崎
市
岩
出
山
細
峯
一
番
地

平
成
二
十
五
年
四
月
二
日

八　

介
護
予
防
支
援

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

角
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

角
田
市
角
田
字
柳
町
三
十
五

－

一

角
田
市

角
田
市
角
田
字
大
坊
四
十
一

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
九
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定

し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

居
宅
介
護
支
援
事
業

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
花
水
木

石
巻
市
鹿
又
字
八
幡
前
十
五
番

社
会
福
祉
法
人
一
視
同
仁
会

石
巻
市
鹿
又
字
八
幡
前
十
五
番

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
指
定
介
護
機
関
か
ら
、
次
の
と
お

り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。
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〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
一
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

認
証

番
号

品　

目

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

製
造
所
等
の
所
在
地

七
十
三

凍
り
豆
腐

い
わ
で
や
ま
農
業
協
同

組
合

代
表
理
事
組
合
長　

鈴

木
千
世
秀

岩
出
山
凍
豆
腐
生
産
協

同
組
合

大
崎
市
岩
出
山
字
通
丁
百
二
十
四

番
地
三

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

開
設
者
の
名
称

開　

設　

者　

の　

所　

在　

地

変　

更　

年　

月　

日

旧

医
療
法
人
啓
仁
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ふ
か
や

石
巻
市
広
渕
字
焼
巻
二
番
地

医
療
法
人
啓
仁
会

埼
玉
県
所
沢
市
北
野
三
丁
目
二
十
番
地
一

平
成
二
十
五
年
八
月
九
日

新

埼
玉
県
所
沢
市
大
字
久
米
五
百
三
十
二
番
地
一

旧

旭
寿
会
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

石
巻
市
北
村
字
幕
ヶ
崎
一
十
七
番
二

社
会
福
祉
法
人
旭
壽
会

石
巻
市
北
村
字
幕
ヶ
崎
一
十
七
番
二

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

新

石
巻
市
北
村
字
庵
ノ
窪
一
番
一

旧

ぱ
ん
ぷ
き
ん
介
護
セ
ン
タ
ー　

ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぱ
ん
ぷ
き
ん

石
巻
市
門
脇
字
上
野
町
二
十
四
番
二

ぱ
ん
ぷ
き
ん
株
式
会
社

石
巻
市
丸
井
戸
三
丁
目
三
番
八
号

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

新

石
巻
市
大
街
道
南
五
丁
目
二
番
三
十
二
号

旧

社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協
会
大
崎
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

大
崎
市
三
本
木
字
大
豆
坂
二
十
四
番
地
の
三

社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協
会

仙
台
市
青
葉
区
八
幡
二
丁
目
十
番
十
九
号

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

新

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協
会
大
崎

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
看
護

協
会

旧

加
美
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

加
美
郡
中
新
田
町
字
大
門
七
十
八
番
地
の
一

社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協
会

仙
台
市
青
葉
区
八
幡
二
丁
目
十
番
十
九
号

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

新

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協
会
加
美

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

加
美
郡
加
美
町
字
南
町
百
八
十
一
番
一

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
看
護

協
会

旧

社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協
会
こ
ご
た
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

遠
田
郡
美
里
町
南
小
牛
田
字
山
の
神
二
百
三
十
五
番
地

社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協
会

仙
台
市
青
葉
区
八
幡
二
丁
目
十
番
十
九
号

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

新

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協
会
こ
ご

た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
看
護

協
会
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平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

伊
具
郡
丸
森
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
丸
森
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北

部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

道　

路　

名　

三
九
八
号

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

栗
原
市
花
山
字
草
木
沢
箕
ノ
口
館
三
四
番
二
地
先

か
ら

同
市
花
山
字
草
木
沢
箕
ノ
口
館
四
〇
番
二
地
先
ま

で

前

一
九
・
〇
〜

 

四
一
・
二

 

六
二
・
六

後

一
八
・
〇
〜

 

二
六
・
六

 

六
二
・
六

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

志
津
川
登
米
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

本
吉
郡
南
三
陸
町
入
谷
字
桜
沢
二
八
七
番
九
地
先

か
ら

同
町
入
谷
字
桜
沢
二
八
七
番
三
地
先
ま
で

前

一
一
・
九
〜

 

二
五
・
四

 

二
三
四
・
二

後

一
九
・
二
〜

 

二
九
・
九

 

二
三
四
・
二

本
吉
郡
南
三
陸
町
入
谷
字
大
船
沢
三
二
番
一
地
先

か
ら

同
町
入
谷
字
大
船
沢
三
三
番
一
地
先
ま
で

前

　

七
・
七
〜

 

一
四
・
〇

 

一
一
九
・
〇

後

一
四
・
五
〜

 

二
三
・
一

 

一
一
九
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

泊
崎
半
島
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
中
山
五
一
番
一
地
先
か

ら同
町
歌
津
字
中
山
六
五
番
一
地
先
ま
で

前

　

三
・
九
〜

 

七
・
八

 

六
五
・
〇

後

　

三
・
九
〜

 

一
九
・
五

 

六
五
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
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開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

泊
崎
半
島
線

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
中
山
五
一
番
一
地
先
か
ら

同
町
歌
津
字
中
山
六
五
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
五
年

十
一
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
七
号

　

石
巻
市
か
ら
石
巻
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

石
巻
広
域
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称　

須
江
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お

り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

南
三
陸
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

１　

種
類

　
　

志
津
川
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

２　

名
称

　
　

志
津
川
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
志
津
川
中
央
地
区

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

１　

収
用
の
部
分

　
　

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
新
井
田
、
字
助
作
並
び
に
字
城
場
地
内

２　

使
用
の
部
分

　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

南
三
陸
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

１　

種
類

　
　

志
津
川
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

２　

名
称

　
　

志
津
川
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
志
津
川
東
地
区

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

１　

収
用
の
部
分

　
 　

都
市
計
画
事
業
の
認
可
（
平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号
）
の
事
業
地
に
、
本
吉
郡

南
三
陸
町
志
津
川
字
天
王
山
の
一
部
を
加
え
、
本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
沼
田
地
内
に
お
い
て
事
業
地
の
一
部

を
変
更
す
る
。

２　

使
用
の
部
分

　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
十
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お
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り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

岩
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
緑
地
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
号　

千
年
希
望
の
丘
相
野
釜
緑
地

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
岩
沼
市
下
野
郷
字
浜
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お

り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

岩
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
緑
地
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

四
号　

千
年
希
望
の
丘
二
野
倉
緑
地

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
建
設
工
事
の
名
称　

中
沢
地
先
海
岸
災
害
復
旧
工
事
（
平
成
二
十
五
年
度
県
債
三
一
一
地
震
災
六
二

一
五

－

〇
〇
一
号
）

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
契
約
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

若
築
・
あ
お
み
・
吉
田
建
設
工
事
共
同
企
業
体　

代
表
者　

若
築
建
設
株
式
会
社　

東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
二
丁
目
十
番
二
十
八
号

五　

落
札
金
額　

二
十
一
億
三
千
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札
（
総
合
評
価
落
札
方
式
（
標
準
型
（
施
工
計
画
型
）））

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
五
年
九
月
三
日

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
12号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
25年
11月
12日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
安
　
　
藤
　
　
俊
　
　
威
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
菅
　
　
間
　
　
　
　
　
進
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
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１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
25年
８
月
９
日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
平
成
25年
10月
11日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
需
用
費
に
お
い
て
，
支
出
金
額
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
電
気
料
金
の
支
払
に
つ
い
て
，
誤
っ
て
請
求
金
額
よ
り
少
な
い
額
で
支
出
手
続
し
た
結
果
，
口
座
引
落
し

不
能
に
な
り
翌
月
支
払
っ
た
た
め
，
早
期
収
納
割
引
が
適
用
さ
れ
ず
，
３
％
の
遅
収
加
算
額
4,233円

が
発

生
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
正
規
支
出
額
　
　
142,593円

　
　
　
　
　
・
誤
支
出
手
続
額
　
124,593円

　
　
　
　
　
・
最
終
支
出
額
　
　
146,826円

（
遅
収
加
算
額
4,233円

を
含
む
）

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
需
用
費
の
支
出
を
含
め
，
全
て
の
支
出
に
つ
い
て
以
下
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
　
　
（
処
理
状
況
）

　
　
　
　
 　
請
求
書
を
受
理
後
，
速
や
か
に
審
査
・
支
払
事
務
に
着
手
し
，
遅
収
加
算
金
及
び
支
払
遅
延
が
発
生
し
な

い
よ
う
，
早
収
期
限
日
（
支
払
期
日
）
の
厳
守
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
（
対
応
策
）

　
　
　
　
 　
庶
務
担
当
者
は
，
支
出
金
額
等
に
誤
り
が
な
い
か
の
確
認
事
務
の
徹
底
を
図
っ
た
う
え
，
支
出
書
類
を
作

成
す
る
。

　
　
　
　
 　
さ
ら
に
，
決
裁
時
の
対
応
と
し
て
，
出
納
員
，
次
席
の
出
納
員
，
次
席
の
現
金
取
扱
員
（
物
品
取
扱
員
）

に
よ
る
確
認
事
項
の
三
重
チ
ェ
ッ
ク
体
制
で
支
出
誤
り
の
防
止
を
図
り
，
適
切
な
会
計
事
務
に
努
め
て
い
く
。

　
⑵
　
拓
桃
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
旅
費
に
お
い
て
，
２
年
連
続
し
て
３
か
月
以
上
の
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う

に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
・
件
数
　
43件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
50,313円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
旅
費
処
理
状
況
確
認
一
覧
表
の
作
成

　
　
　
　
 　
旅
費
担
当
者
が
，
新
た
に
「
旅
費
処
理
状
況
確
認
一
覧
表
」
を
作
成
し
，
旅
費
の
支
出
処
理
状
況
の
進
行

管
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
ロ
　
処
理
状
況
の
「
見
え
る
化
」

　
　
　
　
 　
「
旅
費
処
理
状
況
確
認
一
覧
表
」
を
共
有
フ
ォ
ル
ダ
内
に
置
き
，
事
務
局
職
員
が
処
理
状
況
を
随
時
確
認

で
き
る
よ
う
「
処
理
の
見
え
る
化
」
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
ハ
　
定
期
的
な
処
理
状
況
の
確
認

　
　
　
　
 　
事
務
局
職
員
が
，
毎
週
金
曜
日
に
「
旅
費
処
理
状
況
確
認
一
覧
表
」
を
閲
覧
し
，
未
処
理
案
件
等
の
確
認

を
行
う
こ
と
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
ニ
　
財
務
シ
ス
テ
ム
出
力
帳
票
の
活
用
に
よ
る
再
確
認

　
　
　
　
 　
財
務
シ
ス
テ
ム
出
力
帳
票
を
回
議
し
，
院
長
及
び
事
務
局
職
員
が
，
旅
費
支
出
未
済
の
状
況
を
再
確
認
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
⑶
　
白
石
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
諸
収
入
（
自
動
販
売
機
電
気
料
）
に
お
い
て
，
還
付
手
続
の
遅
延
に
よ
り
損
害
が
発
生
し
た
の
で
，
今
後
再

発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
平
成
23年
５
月
分
の
自
動
販
売
機
電
気
料
の
還
付
（
電
気
メ
ー
タ
ー
の
読
み
違
え
）
手
続
の
遅
延
に
よ
り
，

還
付
加
算
金
が
発
生
し
た
も
の
。

　
　
　
　
（
内
訳
）

　
　
　
　
　
・
還
付
金
 

22,284円

　
　
　
　
　
・
還
付
加
算
金
 

1,200円

　
　
　
　
　
・
還
付
金
合
計
額
 
23,484円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
震
災
後
の
学
校
復
旧
を
優
先
し
て
お
り
，
業
務
が
多
忙
に
な
っ
て
い
る
中
で
事
務
処
理
に
不
手
際
が
あ
っ
た
。

　
　
　
 　
今
後
は
複
数
の
職
員
で
メ
ー
タ
ー
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
決
裁
時
に
は
前
月
・
前
年
と
使
用
量
を
比
較

し
，
妥
当
性
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
発
を
防
止
し
て
い
く
。
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⑷
　
南
郷
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
毎
月
定
期
に
支
払
う
非
常
勤
講
師
報
酬
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
・
件
数
　
４
件
（
４
人
分
）

　
　
　
　
　
・
金
額
　
500,400円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
定
期
的
に
行
う
収
入
・
支
出
処
理
の
確
認
表
を
作
成
し
，
業
務
の
進
捗
状
況
を
複
数
の
職
員
に
よ
り
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
，
事
務
処
理
が
遅
延
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

　
⑸
　
警
察
本
部
生
活
安
全
部

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
確
認
を
怠
り
条
例
に
適
合
し
な
い
事
務
取
扱
要
領

を
作
成
す
る
と
と
も
に
，
こ
れ
に
基
づ
き
複
数
年
度
に
わ
た
り
各
警
察
署
に
周
知
及
び
指
導
を
継
続
し
た
結

果
，
各
警
察
署
に
お
い
て
手
数
料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
過
徴
収
し
た
手
数
料
の

還
付
手
続
に
当
た
っ
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改

善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
4,209件

　
　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
166,240円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
の
開
催
　

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等
を
開
催
し
て
，

再
発
防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
本
事
案
の
検
証
を
踏
ま
え
，
平
成
25年
７
月
，「
許
可
等
事
務
担
当
者
が
交
替
し
た
場
合
」，「

公
安
委
員

会
関
係
手
数
料
条
例
改
正
等
及
び
事
務
処
理
手
続
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
」
の
ほ
か
，
少
な
く
と
も
年
１
回

は
，
主
管
課
及
び
各
警
察
署
の
許
可
事
務
担
当
者
と
各
級
幹
部
が
条
例
と
許
可
等
事
務
処
理
要
領
等
の
資
料

（
平
成
25年
４
月
作
成
）
を
突
合
点
検
す
る
こ
と
と
し
，
当
該
点
検
に
際
し
て
は
，
新
た
に
作
成
し
た
手
数

料
項
目
ご
と
に
検
討
を
加
え
る
チ
ェ
ッ
ク
表
の
活
用
を
各
警
察
署
等
に
指
示
し
て
，
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
⑹
　
大
和
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
を
怠
り
複
数
年
度
に
わ
た
り
手
数
料

を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
207件

　
　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
8,380円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席
　

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
課
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
⑺
　
若
柳
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
を
怠
り
複
数
年
度
に
わ
た
り
手
数
料

を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
５
件

　
　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
180円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席
　

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
課
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領
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等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
⑻
　
白
石
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
を
怠
り
複
数
年
度
に
わ
た
り
手
数
料

を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
67件

　
　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
2,480円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席
　

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
課
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。
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